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富
田
城
整
備
事
業
は
千
畳
平
周
辺
に
着
手
。

総ア

ル

テ

ピ

ア

合
文
化
ホ
ー
ル
と
新
安
来
庁
舎
は
順
調
で
す
。

富
田
城
整
備
事
業

雨
天
時
も
安
全
に
登
城

　

平
成
27
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
で

進
め
て
い
る
富
田
城
整
備
事
業
。
山

頂
部
か
ら
七
曲
り
（
登
山
道
）
ま
で

の
工
事
が
終
了
し
、
昨
年
11
月
末
か

ら
山
頂
へ
の
登
頂
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
冬
季
で
も
天
気
の
良
い
日
に

は
多
く
の
皆
さ
ん
が
山
頂
に
立
っ
て

い
る
姿
が
麓
か
ら
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
回
の
工
事
で
は
、
三
の
丸
の
下

に
広
瀬
の
町
に
突
き
出
た
よ
う
な

「
西
袖
ケ
平
」
と
呼
ば
れ
る
曲
輪
が

出
現
（
写
真
参
照
）。
城
郭
の
見
ど

こ
ろ
が
一
つ
増
え
ま
し
た
。

　

三
の
丸
か
ら
本
丸
に
か
け
て
は
注

意
喚
起
柵
を
新
た
に
設
置
。
急
峻
な

山
城
を
安
全
に
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
雨
上
が
り
な
ど
は

転
倒
の
危
険
が
高
か
っ
た
登
山
道
で

あ
る
七
曲
り
も
整
備
。
道
の
位
置
は

変
更
す
る
こ
と
な
く
、
安
全
に
登
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
い

ま
す
。
滑
り
止
め
の
工
夫
も
施
し
て

あ
る
の
で
、
雨
天
時
で
も
安
全
に
登

城
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
進
め
て
い
く
工
事
は
、
主

に
「
千
畳
平
」
や
「
馬
乗
馬
場
」
周

辺
に
移
り
ま
す
。
石
垣
保
護
の
た
め

木
々
の
伐
採
や
新
た
な
曲
輪
の
整
備

を
進
め
る
計
画
で
す
。
か
つ
て
、
麓

か
ら
で
も
確
認
で
き
た
千
畳
平
の
石

垣
群
が
、
往
時
の
よ
う
に
姿
を
現
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
工
事
用
道
路
の
建

設
の
た
め
、
一
部
立
ち
入
り
禁
止
区

域
に
な
り
ま
す
。
見
学
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

総
合
文
化
ホ
ー
ル
整
備
事
業

旧
市
民
会
館
の
陶
板
を
再
利
用

　

２
月
か
ら
予
約
受
付
が
開
始
さ
れ

た
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
ア
ル
テ
ピ

ア
」
は
、
今
年
の
９
月
に
開
館
し
ま

す
。
開
館
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
開
館
を
盛
り
上
げ

こ
の
連
載
で
は
、
市
内
で
進
ん
で
い
る
３
つ
の
大
型
事
業
（
富
田
城
・
総
合
文
化
ホ
ー
ル
・

新
安
来
庁
舎
）
の
現
在
の
様
子
や
進
み
具
合
、
今
後
の
予
定
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▲三の丸から「西袖ケ平」越しに広瀬の町を望む。これまで木々に
埋もれていた曲輪が姿を現しました。（平成 28 年 11 月撮影）

▲整備された七曲り登山道。登
る人と降りる人とのすれ違いも
十分にできる幅になりました。
段差も低く抑えてあり、山頂に
登城しやすくなりました。

シリーズ③
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て
い
こ
う
と
、
皆
さ
ん
が
企
画
す
る

開
館
記
念
事
業
の
募
集
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

工
事
現
場
で
は
、
建
築
工
事
が
終

盤
を
迎
え
、
併
行
し
て
駐
車
場
の
整

地
も
進
み
ま
す
。
一
月
末
時
点
の

建
物
全
体
の
工
事
進
捗
率
は
約
70
・

５
％
。
開
館
に
向
け
て
順
調
で
す
。

　

正
面
右
側
の
小
ホ
ー
ル
で
は
、
内

壁
工
事
の
仕
上
げ
作
業
中
。
こ
こ
で

は
、
旧
市
民
会
館
の
ロ
ビ
ー
壁
面
に

使
わ
れ
て
い
た
地
元
の
窯
元
「
錦
山

焼
」
の
タ
イ
ル
が
再
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
窯
の
代
表
的
な
色
で
あ
る

辰し
ん

砂し
ゃ

釉
が
、
再
び
「
ア
ル
テ
ピ
ア
」

で
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

ア
ル
テ
ピ
ア
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
色

彩
は
赤
色
。
た
た
ら
製
鉄
の
炎
と
中

海
に
映
え
る
夕
日
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
ぴ
っ

た
り
の
陶
板
は
ア
ル
テ
ピ
ア
の
雰
囲

気
に
彩
を
添
え
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

新
安
来
庁
舎

フ
ロ
ア
を
見
渡
せ
る
設
計

　

現
庁
舎
の
隣
り
で
工
事
が
進
む
新

安
来
庁
舎
の
建
設
現
場
。
現
在
は
外

壁
工
事
を
ほ
ぼ
終
え
、
外
側
を
覆
っ

て
い
た
足
場
の
解
体
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
外
壁
は
、
鉄
の
質
感
の
あ
る

タ
イ
ル
を
使
い
、「
安
来
ら
し
さ
」

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
市
街
地
に
立

つ
庁
舎
は
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
、

落
ち
着
き
を
演
出
し
ま
す
。

　

一
方
、
内
部
で
は
、
下
層
階
か
ら

壁
や
天
井
の
仕
上
げ
工
事
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
利
用
が
多
い
窓
口
部
門
を

中
心
に
配
置
す
る
１
階
は
、
広
々
と

し
た
フ
ロ
ア
に
し
て
い
ま
す
。
見
渡

せ
る
こ
と
で
各
種
の
手
続
き
の
窓
口

が
ど
こ
に
あ
る
か
す
ぐ
に
分
か
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
待
ち
合

い
や
申
請
時
の
記
入
場
所
な
ど
を
十

分
に
確
保
し
た
配
置
と
す
る
計
画
で

す
。

　

新
庁
舎
は
環
境
に
や
さ
し
い
構
造

で
す
。
事
務
室
の
窓
か
ら
は
春
や
秋

な
ど
の
季
節
に
は
自
然
風
を
採
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
、
窓
に
は
日
射
熱

を
抑
え
る
ガ
ラ
ス
を
採
用
し
て
い
ま

す
。　

　

２
月
か
ら
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
自

家
発
電
設
備
の
設
置
を
進
め
て
い
ま

す
。
災
害
に
よ
る
停
電
時
で
も
電
力

が
確
保
で
き
、
業
務
に
支
障
の
な
い

計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
内
部
設
備
の
設
置
工
事

や
外
構
工
事
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
新
安
来
庁
舎
は
５
月
末
に
建
物

が
完
成
し
、
７
月
末
か
ら
業
務
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

◀アルテピア小ホールの壁面には、
旧市民会館で使われていた錦山焼の
陶板 1402 枚が再利用されています。
炎をモチーフにしたデザインとなっ
て来場者を迎えてくれます。

アルテピアの
ロゴマーク
（実際は赤色）

（上）内装工事が進む
新安来庁舎の１階部
分。フロア全体を見渡
せる広々とした空間で
す。（下）１階の窓口
付近の完成予想図。申
請書などを記入するス
ペースを十分に確保す
る計画です。


